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2020 年度入試まで 30 年にわたり実施されてきた「大学入試セ

ンター試験（センター試験）」も終わり、2021 年度（令和 3 年

度）入試から「大学入学共通テスト」実施されています。当初は

国語や数学で記述式が導入予定でしたが、マーク式テストとなり

ました。共通テストは、センター試験における良問の蓄積を受け

継ぎながら、知識の理解の質を問う問題や、思考力、判断力、表

現力を発揮して解くことが求められる問題を重視して作問されま

す。具体的には、授業において生徒が学習する場面や、日常生活の中から課題を発見し解決方法を構想す

る場面、複数の資料やデータ等をもとに考察する場面など、「どのように学ぶか」を踏まえた問題の場面

設定が重視されます。また、これまでに身に付けた知識の理解や思考力を発揮できるかを問うために「教

科書で扱われていない初見の資料等」を扱うことも想定されます。共通テストの解答形式は、上でも書い

たようにセンター試験同様「マーク式」のみですが、「解答が前問の解答と連動して正答の組み合わせが

複数ある問題（連動型問題）」や「複数の解答を含んだ選択肢を用意する問題」など、新しい形式のもの

が出題される見込みです。 特に外国語の「英語」は、「リーディング（センター試験時の「筆記」）」

と別時間に実施される「リスニング」の受験が必須となっています。共通テストでは、「リーディング」

と「リスニング」の配点がそれぞれ 100 点となり、センター試験時と比べて「リスニング」の配点比重

が高くなることが大きな特徴です。このようになった背景には、様々なところで言われているように、現

在の小・中・高校生が社会に出て活躍する頃には、現代社会は大きく変化している可能性があり、情報化

社会の進展や急速に進む少子高齢化、グローバル化といった変動により、今の私たちには想像できないよ

うな形に変わっているかもしれません。こうした変革期を迎えるなかで、自ら問題を発見し、他者と協力

して解決していくための資質や能力を育む必要がある、というのが改革のベースになっています。求めら

れる資質や能力を育み評価するために、「高校教育」「大学教育」それをつなぐ「大学入試」を三位一体

で改革しようとしているのです。 
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